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はじめに
周産期の低酸素性虚血性脳障害は重度の神経学的後遺症をもたらし、精神運動遅
滞の主要な原因である。従って、その予防法ならびに治療法の確立は小児神経学に
おいて最重要課題の一つである。これまで、種々の予防・治療法が検討されてきて
いるが、われわれは各種の神経栄養因子の神経保護作用に注目し、これによる障害
の軽減化の可能性につき研究を重ねてきた。これまで、平成6""7年度の文部省科
学研究費補助金によって、低酸素性虚血性障害のモデルラットの確立や障害部位の
組織学的変化などの基礎的な研究に加え、障害脳における神経細胞の生死に強い関
連を持っと考えられるグリア細胞の反応ならびに神経栄養因子の一つである血小
板由来成長因子(PDG町とその受容体の発現を検討してきた。これらの研究により
グリア細胞の病変形成過程での重要性が明らかになり、またPDGFが神経保護に働
いている可能性が示唆された。しかし、神経保護過程にPDGFだけが関与している
とは考えにくく、他の神経栄養因子も検討すべきであるという結論に至った。
そこで私どもは、平成8年から 9年にかけて文部省科学研究費補助金(基盤研究
(C)(2))を受け、脳由来神経栄養因子(BDNF)に注目しその受容体である TrkBの発現
を検討した。 TrkBのラット脳における発現については未だほとんど報告がなく、
まず成長に伴う発現の変化を観察しさらには低酸素性虚血性障害を蒙った脳にお
ける発現を検討した。
顧みれば、これまでの成果は十分とは言えないが、当初の目的をある程度達した
ものと思われる。しかし、今後はこれらの神経栄養因子が実際に invivoにおいて作
用するのか、また作用するならどのような機序で働くのかなどを検討する必要があ
る。さらに、周産期障害が発生した後の治療のみならず、発症予防にも応用できる
可能性もあり研究を進めていきたい。
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